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(文
久
三
年

(
一
八
六

三
)
十
二
月
十
八
日
生
-
昭
和
二
年

(
一

九
二
七
)
七
月
三
十
日
歿
)
は
、
豊

橋
市
出
身
で
、
明
治
後
期
か
ら
大
正

に
か

け
て
活
躍
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

で
あ
る
。
明
治
二
十
三
年

(
一
八
九
〇
)、
報

知
新
聞
社
に
入
社
し
て
以
来
、
数
百
篇

の
新
聞
小
説
、
評
論
を
書
い
た
。
記
者

と
し
て
の
弦
斎
は
、
時
局
性
を
多
く
取
り
入
れ
る
と
共

に
、
家
庭
向
き
の
記
事

に
重
き
を
置
く
と
い
っ
た
方
法
で
読
者
吸
引
に
力
を
注

い
だ
。
明
治
三
十
九
年

(
一
九
〇
六
)、

『婦
人
世
界
』
の
編
集
顧
問
と
な

っ
て
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の

教
養
記
事

の
多
か
っ
た
婦
人
雑
誌
を
実
用
的
な
も
の
に
変
化
さ
せ
、
A
7
日
の
婦

人
雑
誌
の
型
を
築
き
上
げ
た
。

し
か
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
の
功
績
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
弦
斎

の

　

　ユ
　

名
は
そ
の
代
表
作
で
あ
る

『小
説

食
道
楽
』
の
著
者
と
し
て
今
日
に
知
ら
れ
て

い
る
。
明
治
十
七
年

(
一
八
八
四
)

に
渡
米
し
た
弦
斎
は
、
現
地
で
の
生
活
体

験
で
日
本
と
の
生
活
格
差
を
感
じ
、
帰
朝
後
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
日
本
の
家

庭
生
活
を
合
理
化
し
よ
う
と
食
生
活
改
良
を
実
行
し
た
。

「食
生
活
」
を
豊
か

に
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
家
庭
生
活
全
体
も
豊
か
に
な
る
と

い
う

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
弦
斎

の
基
本
的
精
神
で
も
あ

っ
た
。

『小
説

食
道

楽
』
は
こ
の
よ
う
な
意
図
か
ら
出
版
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
「料

理
」
を
主
役
に
し
、
そ
の
脇
役
と
し

て
、

「食
品
」
の
ほ
か
、

「病
気
」、

「衛

山

本

文

乃

生
」
ま
で
書
か
れ
て
お
り
、
い
わ
ば

「食
生
活
改
良
論
」
と
も

い
え
る
。
こ
の

よ
う
な
型
の
小
説
は
他
に
は
あ
ま
り
類
を
み
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
よ
う
な
着

想

で
食
物
を
説
き
、
料
理
を
語
り
な
が
ら
当
時

の
世
相
批
評
、
文
明
批
判
を
し

て
い
る
の
で
完
全
に
読
者
を
魁
了
し
、
明
治
三
十
六
年

(
一
九
〇
三
)

一
月
の

報
知
新
聞
紙
上

に
掲
載
さ
れ
て
以
来
、
続
編
が
出
さ
れ
る
程
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な

っ
た
。

一
人
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
日
本
の
家
庭
生
活
向
上
の
た
め
に
長

い
歳
月

を
か
け
て
食
生
活
研
究
に
取
り
組
み
、
自
ら
の
体
験
か
ら
科
学
的
な
理
論
を
組

み
立

て
、
そ
れ
を
発
表
し
た
こ
と
は
当
時
と
し
て
は
素
晴
ら
し
い
事
業
で
あ

っ

た
。
化
学
物
質
が
多
く
製
造
さ
れ
、
食
品
汚
染
が
進
ん
で
き
た
今
日
、
弦
斎
の

食
生
活

に
対
す
る
理
論
は
、
現
在
私
達
が
直
面
し
て
い
る
多
く

の
問
題
に
共
通

し
た
反
省
材
料
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
極
め
て
大
き
な
意
義
を
も

っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
弦
斎

の
食
生
活
改

良
の
実
験
方
法
及
び
、
そ

の
理
論
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

註
(1
)
『食
道
楽
』
は
以
下
の
よ
う
に
出
版
さ
れ
た
。

『小
説

食
道
楽
』(明
治
三
十
六
年
一
月
二
日
-
十
二
月
二
十
七
日
、
報
知
新
聞

社
)
.
黐

食
道
楽

(春

の
巻
)
・
(明
治
三
+
六
年
六
月
+
吾

、
報
知
新
聞
社

)

『
食
道
楽

(夏

の
巻
)
』
(明
治
三
十
六
年
十
月
十
三
日
、
報
知
新

聞
社

)

『
食
道
楽

(秋

の
巻
)
』
(明
治
三
十
六
年
十

二
月
十
六

日
、
報
知
新

聞
社
)

『食
道
楽

(冬

の
巻
)
』
(明
治
三
十
七
年
三
月
二
十
四
日
、
報
知
新

聞
社

)
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『食
道
楽
続
編

(春

の
巻

)
』
(明
治
三
十
九
年
十
月
二
日
-
十
二
月
三
十

日
、

報

知
新
聞
社
)

『食
道
楽
続
編

(夏

の
巻
)
』
(明
治
三
十
九
年
五
月
十
九

日
、
報
知
新
聞
社
)

『食
道
楽
続
編

(秋

の
巻
)
』
(明
治
四
十
年
四
月
二
十
五

日
、
報
知
新
聞
社
)

『食
道
楽
続
編

(冬

の
巻
)
』
(明
治
四
十
年
六
月
二
十

二
日
、
報
知
新
聞
社
)

二

弦
斎
の
食
生
活
改
良
論

(写真1)晩 年の村井弦斎

(『食道楽』新人物往来社)

 

弦
斎
は
、
明
治
六
年

(
一
八
七
三

)
十

一
月
、
東
京
外
国
語
学
校
露
語
科
に

入
学
し
、
翌
七
年

(
一
八
七
四
)
三
月

に
、
十

一
歳
で
同
校
の
露
語
学
下
等
第

五
級

に
進
級
し
た
。
そ
し
て
、
十
二
年

(
一
八
七
九
)、
露
語
学
上
等
第
四
級
二

期

の
試
験
を
首
席
で
通
過
し
、
同
年
九

月
、
第
三
級

に
進
級
し
た
。
し
か
し
、

病
気

の
た
め
第
三
級
に
留
ま
り
、
そ
の
後
退
学
し
た
。
以
後
は
独
学
を
し
な
が

ら
行
商
、
新
聞
社

の
校
正
係
な
ど
を
し
て
生
計
を
た
て
て
い
た
。
こ
の
問
に
『楽

ま
　
エ
　

水
雑
記
O
』

(
明
治
十
四
年
)、

『楽
水
推
記
口
』

(明
治
十
五
年
)、

『楽
水
雑

記
口
』

(明
治
十
五
年
)
を
執
筆
し
て
、
三
巻
の
書
を
出
版
し
た
。
第

一
巻
に
は

日
本
歴
史
、
第
二

・
三
巻
に
は
、

「英
国
之
富
」
、
「海
外
諸
表
」
な
ど
が
書
か

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
頃
す
で
に
弦
斎
の
目
は
海
外
に
向
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
そ
の
弦
斎
に
渡
米
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、

新
聞
社
の
懸
賞
論
文

に
応
募
し
た

「内
地
雑
居
利
害
論
」
の
入
賞
で
あ
る
。
そ

の
賞
と
し
て
ア
メ
リ
カ
行
き
を
得
て
、
洋
行
許
可
が
明
治
十
七
年
七
月
二
十
九

日
付
で
癸
行
さ
れ
た
。そ
の
目
的
は
経
済
学
実
地
研
究
と
さ
れ
て
お
り
、
当
時
実

業
家
で
身
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
た
弦
斎
に
と

っ
て
、
こ
の
渡
米
は
ま
た
と
な

い
機
会
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
母
危
篤

の
知
ら
せ
に
よ
り
約
二
年

で
帰
国
し
、

そ
の
後
、
渡
米
体
験
を
生
か
し
て
、
会
社
を
設
立
し
た
が
失
敗
に
終
わ

っ
た
。

弦
斎
は
、
実
業
家
と
し
て
は
成
功
し
な
か

っ
た
が
、
日
本
が
欧
風
文
化
を
吸

収
し
て
、
近
代
化
を
進
め
る
時
期
に
渡
米
し
、
そ
の
生
活
に
じ
か
に
触
れ
た

こ

と
で
新
た
な
目
標
を
見
出
し
た
。
弦
斎
は
、
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
生
活
を
広
範
囲

に
観
察
し
、
日
本
の
家
庭
生
活
向
上
に
役
立
て
よ
う
と
考
え
た
。

ア
メ
リ
カ
人
は
、
食
生
活
に
お
い
て
様

々
な
物
を
食
べ
る
習
慣
を
も
ち
、
自

ら
進
ん
で
新
し
い
物
を
食

べ
て
み
よ
う
と
す
る
意
欲
的
な
国
民
で
あ
る
。
例
え

ば
、
ア
メ
リ
ヵ
の
婦
人
達
は
、
お
互
い
の
得
意
料
理
を
教
え
あ
う
習
慣
を
も

っ

て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
異
な

っ
た
食
文
化
を
お
互

い
に
取
り
入
れ
て
ゆ
こ
う

と
す
る
ア
メ
リ
カ
人
特
有

の
積
極
性
と

い
え
る
。
ア
メ
リ
カ
人
は
、
厳
し
い
生

活
を
凌
ぐ
た
め
の
知
恵
を
知
り
、
お
互
い
に
尊
重
し
あ

い
な
が
ら
生
活
を
し
て

い
た
た
め
、
家
族

の
結
束
も
強
固
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
家
庭
内
で
は
能
力
に
応

じ
て
責
任
分
担
を
決
め
、
全

て
に
お
い
て
合
理
的
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
脈

々
と
し
て
息
づ
く

ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
精
神
が
家
庭
内
に
も
そ
の
ま
ま

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
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さ
て
、
当
時
の
日
本

の
食
生
活
を

み
る
と
、
明
治
維
新

に
よ

っ
て
近
代
国
家

の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
、
あ
ら
ゆ
る
欧
風
文
化
を
吸
収

し
よ
う
と
し
た
が
、
明

治
十
三
年

(
一
八
八
〇
)
頃
ま
で
は
政
府

の
手
で
そ
の
仕
事
が
行
な
わ
れ
て
い

た
。
庶
民
の
間

に
欧
風
化
が
浸
透
し
、
根
を
下
ろ
し
た
の
は
二
十
年
以
降

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
農
民
や
漁
民
の
生

活
は
大
正
に
な

っ
て
も
あ
ま
り
変
化
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
昔
か
ら
の
行
事

や
慣
習
が
根
強
く
残
さ
れ
て
い
た
た
め
と

推
測
さ
れ
る
。

開
国
に
よ
り
、
外
来
食
品
が
輸
入

さ
れ
る
と
共
に
食
品
工
業
も
進
歩
し
、
多

く
の
食
品
が
安
価

に
手
に
入
る
よ
う

に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
後
に
食
品
加
工
が

発
達
し
、
調
理
や
保
存

の
手
間
が
省

け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
手
間
を
省
く

と
い
う
こ
と
は
、
食
生
活
改
良

の
基
準
に
も
な

っ
て
い
る
。
食
品
工
業
の
生
産

品
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
食
生
活
の
合
理
化
、
あ
る

い
は
、
能

率
化

へ
の
要
求
が
強
ま

っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

二
年
余
り
の
渡
米
生
活
は
弦
斎
を
徹
底
し
た
合
理
主
義
者

に
さ
せ
た
。
欧
米

の
進
ん
だ
方
式
を
取
り
入
れ
る
必
要

を
感
じ
、
後

に
小
説
を
書
く
に
あ
た
り
、

そ
の
開
明
的
な
意
見
を
小
説
に
盛
り
込
む
よ
う
に
な

っ
た
の
も

こ
の
渡
米
体
験

か
ら
で
あ

っ
た
。
そ
の
弦
斎
の
著
書
や
理
論
に
多
く
の
人
々
が
共
鳴
し
、
ま
た

数

々
の
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

明
治
三
十
五
年

(
一
九
〇
二
)

一
月
三
日
ー
七
月
十
四
日
ま
で
報
知
新
聞
に

『酒
道
楽
』
が
載
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は

『食
道
楽
』
を
書
く
以
前
の
せ

い
か
料

理

の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
出

て
い
な
い
が
、
そ
の
序
文
に
は

「酒
を
飲
む
者
衆
し
。

酒

の
効
用
と
害
毒
と
を
知
て
而
て
飲
む
者
幾
人
か
あ
る
。
我
が
小
説
を
読
む
者

衆
し
。
我
が
小
説
の
精
神
を
知
て
而
て
読
む
者
幾
人
か
あ
る
。
惟

ふ
に
知
る
は

易
く
、
悟
る
は
難
し
。
悟

る
は
易
く
、
行
ふ
は
尚
ほ
難
し
。
千
万
人
中
幸
に
我

が
精
神
を
知
悟
し
て
而

て
行
ふ
者
あ
り
や
否
や
。」
と
書
か
れ
、
本
文

で
酒

の
害

を
説

い
て
い
る
た
め
に
禁
酒
を
す
る
人
も
続
出
し
た
。

渡
米
中
に
抱

い
た
日
本
の
食
生
活
改
良
の
実
現
に
際
し
、
衣
食
住

の
問
題
を

具
体
的
に
取
り
上
げ
よ
う
と

『小
説

食
道
楽
』
が
書
か
れ
た
。
そ

の
内
容
も
四

季
の
料
理
を
数
百
種
あ
げ
、
日
本
料
理
、
西
洋
料
理
、
病
人
食
な
ど
、
仕
入
れ

か
ら
調
理

の
実
践
、
食
品
分
析
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
本
格
的
な
料

理
読
本
で
あ
る
と
し
て
人
気
が
集
中
し
た
。
そ
の
た
め
に
造
本
材
料
が
不
足
し

て
、
本
の
値
段
が
高
騰
し
た
。
ま
た
、
栄
養
学
の
基
礎
を
作
り
上
げ
た
佐
伯
矩

博
士
が
こ
の
学
問
に
専
念
す
る
動
機
を

つ
く

っ
た
の
も

こ
の

『小
説

食
道
楽
』

を
読
ん
で
か
ら
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
八
年

(
一
九
〇
五
)
七
月
に
出
版
さ
れ
た

『台
所
重
宝
記
』
は
、

『小
説

食
道
楽
』
の
実
用
的
な
部
分
だ
け
を
ま
と
め
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る

が
、
和
洋

の
科
学
的
な
調
和
を
計
ろ
う
と
す
る
弦
斎
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
、
今

日
に
通
用
す
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
序
文
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

余

の
著
作
、
他
に
比
し
て
、
敢
て
優
る
所
あ
り
と
言
は
ん
や
、
只
此
書

の
如
き
、
多
く
は
、
我
が
家
庭
に
於
て
実
験
す
る
所
を
記
せ
し
も
の
に
て
、

余
は
飽
く
ま
で
も
、
読
者

に
対
し
て
、
親
切
且

つ
有
益
な
ら
ん
事
を
期
す

る
の
み
。

然
れ
ど
も

一
家

の
実
験
は
、
万
家
の
例
と
な
す
に
足
ら
ざ
る
事
あ
り
。

同

一
の
事
、
同

一
の
物
も
、
風
土
の
乾
湿
に
よ

っ
て
異
な
り
、
品
質
の
良

否
に
よ

っ
て
変
ず
、
食
料
品
の
貯
蔵
法
の
如
き
乾
燥
せ
る
高
地
と
卑
温
な

る
低
地
と
其
効
果
同
じ
か
ら
ず
。

鉄
錆
の
汚
点
を
抜
く
如
き
海
岸
の
地
は
塩
分
多
き
為
殊
に
困
難
を
増
す

を
見
る
。
イ

ン
キ
の
汚
点
を
拭
く
は
品
質
に
よ
り
て
難
易
斉
し
か
ら
ず
。

其
他
魚
鳥
菜
果
の
如
き
、
都
鄙
遠
近
、
各
々
多
少
異
る
所
あ
り
。

読
者
よ
、
書
中
の
事
を
実
施
す
る
に
は
能
く
周
囲

の
事
情
を
考

へ
て
其

の
活
用
を
誤
る
無
か
ら
ん
事
を
希
望
す
。

明
治
三
十
八
年
六
月

弦
斎
識

こ
の
よ
う
な
弦
斎
の
食
生
活
研
究
は
、
い
わ
ば
、
渡
米
体
験
と
、
明
治
末
期

(46)
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か

ら

大

正

に

か

け

て
発

達

し

た

栄

養

学

の

知

識

を

応

用

し

て

そ

の
理

論

が

完

成

さ

れ

て

い

っ
た
も

の

で
あ

る

。

註

(1
)
弦
斎
は
、
本
名
を
寛

(ゆ
た
か
)
、
幼
名
を
小
太
郎

と
い
い
、
は
じ
め
は
楽
水

と
号

し
た
。

三

「食
生
活
改
良
」
の
実
験

弦
斎
が
日
本
の
家
庭
生
活
の
合
理

化
を
計
る
た
め
に
行
な

っ
た
こ
の
食
生
活

改
良
を
評
価
す
る
時
、
弦
斎
自
身
の
功
績
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
多
嘉
子
夫
人

の
助
力
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
村
井
多
嘉
子

(旧
性
、
尾
崎
多
嘉
子
)

は
、
明
治
十
二
年

(
一
八
七
九
)、

父
、
尾
崎
宇
作
、
母
、
峯
子
と
の
間
に
生
ま

れ
た
。
父
、
宇
作
は
佐
賀
藩

の
出
身

で
参
議
大
隈
重
信
の
従
弟
に
あ
た
る
。
兄

に
は
、
我
国
の
養
鶏
界

の
功
労
者
で
あ

る
尾
崎
密
蔵
、
藹
吉
が
い
る
。
密
蔵
は
、

弦
斎
と
の
共
著
で
報
知
新
聞
社
よ
り

『玉
子

・
鶏
肉
料
理
二
百
種
及
家
庭
養
鶏

法
』
(明
治
三
十
七
年
)
を
出
版
し
た
。
多

嘉
子
は
、
伯
母
に
あ
た
る
後
藤
象
二
郎

夫
人
、
雪
子
に
幼
少
期
か
ら
土
佐
料
理

な
ど
を
教
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
味
覚

感
覚
が
優
れ
て
い
た
。
明
治
三
十
三
年

(
一
九
〇
〇
)
七
月
五
日
、
弦
斎
、
三

十
八
歳
、
多
嘉
子
、
二
十

一
歳
で
結
婚

し
た
。
は
じ
め
は
、
し
ば
ら
く
大
磯
町

　
　
　
　

長
者
林
の
後
藤
象
二
郎

の
別
荘
に
住

み
、
そ
の
後
、
小
田
原
十
字
町
に
住
居
を

定
め
た
。
弦
斎
は
、

『食
道
楽
続
編
ω
春

・
夏
の
巻
』
の

「
は
し
が
き
」
に
、

食
道
楽
趣
味
に
傾
倒
せ
し
め
し
は
余
が
夫
人
多
嘉
子
の
君
の
力
多
き
に
居

　
　
　
　

　

る
。
味
覚

の
俊
秀
、
調
味
の
懇
篤
、
君
は
実
に
我
家
の
お
登
和
嬢
た
り
。

小
説
食
道
楽

の
成
り
し
も

一
半
は
君
の
功
に
帰
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

と
、
夫
人
を
称
え
て
い
る
。

明
治
三
十
九
年

(
一
九
〇
六
)、
弦
斎

は
住
居
を
小
田
原
か
ら
平
塚
に
移
し
た
。

一
万
六
千
坪
の
土
地
に
田
畑
、
山
羊
舎
、
鶏
舎
な
ど
を
造
り
、
自
然
食
を
常
食

と
し
な
が
ら
自
給
自
足
生
活
を
送

っ
て
い
た
。
当
時
、
世
間

一
般
に
は
こ
の
よ

う
な
田
園
生
活
を
楽
し
む
風
潮
が
見
ら
れ
た
が
、
弦
斎
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も

食
生
活
研
究

に
あ

っ
た
。
そ
の
実
験
に
つ
い
て
、
O

自
給
自
足
、
口

断
食
、

口

天
然

(自
然
)
食
を
常
食
と
す
る
。
の
三
項
目
に
分
け
て
以
下
、
検
討
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。

e

自
給
自
足

当
時
の
村
井
家
の
生
活
を
長
女
の
米
子
氏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

岩
崎
農
園
で
仕
込
ま
れ
た
農
夫
が
、
平
塚
の
わ
が
家
で
も
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
だ
の
、
ア
テ
チ

ョ
ー
ク
だ
の
、
珍
し

い
西
洋
野
菜
を
作

っ
た
。
ト

マ

ト
、
レ
タ
ス
、
セ
ロ
リ
、
パ
セ
リ
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
苺
畑
も
ず

い
ぶ
ん

広
く
て
、
毎
年

「苺
会
」
と
称
し
て
、
二
、
三
十
人
の
お
客
を
招

い
た
。

大
体
、
実
業
之
日
本
社
関
係

の
方
々
で
新
渡
戸
稲
造
博
士
が
、

ア
メ
リ
カ

人
の
学
生
を
連
れ
て
い
ら
し
た
こ
と
も
あ
る
。

昼
食
と
お
三
時

に
、
お
客

の
皆
さ
ん
が
目
を
ま
る
く
す
る
ほ
ど
大
き

い

鉢

に
山
盛
り
の
苺
を
す
す
め
、
お
帰
り
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
籠

一
杯

の
苺
を

あ
げ
る
ほ
ど
沢
鑠

れ
た
.
苺
の
季
節
に
は
、
二
、
三
人
の
麝

が
や
と

㈹

わ

れ

、

午

前

と

午

後

と

二
度

摘

ん

で
、

摘

み

た

て
を

ご

飯

の
代

り

に

食

べ

た

。殊

に
家

で

つ
く

っ
た

中

で
も

、

白

苺

と

い
う

白

く

て
甘

味

の

ふ

か

い
苺

に

は

、

そ

の
後

出

逢

わ

な

い
。

果

樹

園

に

は

、

桃

の
ほ

か

、
柿

、

枇

杷

、

無

花

果

、

ま

た

、

梅

、

ざ

く

ろ

な

ど

も

植

え

、

殊

に

桃

、

柿

、

無

花

果

は
種

類

も

多

く

、

よ

く

出

来

た

。

　ば
ん
と
う
　

蟠
桃

(竜
が
わ
だ
か
ま
る
意
4
と
い
う
水
密
桃

の

一
腫
の
、
持
別
の
滋
味

は
忘
れ
ら
れ
な

い
。
中
国
渡
来

の
霊
果
と
い
う
。
種
類
や
肥
料
を
選
ぶ
ば

か
り
で
な
く
、
栽
培
法
の
指
導
に
、
大
船

の
農
事
試
験
場
か
ら
、
富
樫
さ

ん
と

い
う
専
門
家

に
時
々
来

て
い
た
だ
い
た
。

何
か
の
研
究
を
は
じ
め
る
と
、
徹
底
し
て
試
み
、
最
上
級
ま
で
貫
く
と

い
う
、
父
の
気
質
が
こ
こ
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
り
ん
ご
、
み

か
ん
類
、
ぶ
ど
う
は
砂
地
の
故
か
と
土
を
入
れ
た
り
、
農
夫
を
各
産
地
に
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習

に
や

っ
た
り
、
ず

い
分
苦
心
し
た
が
、
実
ら
な
か

っ
た
。
気
候
の
せ

い
か
と
残
念
が

っ
て
い
た
が
、
現
在
の
東
京
で
、
そ
れ
ら
の
育

っ
て
い
る

の
を
見
る
と
、
品
種
や
栽
培
法

の
進
化
と
、
気
温

の
変
化
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
の
本

の
中

に
も
、
促
成
栽
培
が
こ
ま
ご
ま
と
書
い
て
あ
る
が
、
当
時

と
し
て
は
新
し

い
方
法
だ

っ
た

と
い
う
。
わ
た
く
し
も

一
区
域
を
も
ら

っ

て
パ
セ
リ
や
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
時
々
、
出
来
ば
え
を
弟
と
競

っ
た
こ
と

が
あ
る
。
ま
だ
四

つ
五

つ
の
稚

い
子
供
な
が
ら
知
ら
ず
知
ら
ず
に
、
も
の

を
育
て
る
欣
び
を
身
に
つ
け
た
。

野
菜
畑
の
ほ
か
に
、
山
羊
や
鶏
も
飼

っ
て
、
わ
た
く
し
た
ち
は
山
羊
の

乳
を
飲
ん
だ
し
、
生
ん
だ
ば
か
り
の
卵
も
ひ
ろ

っ
た
。
ま
た
鶏
は
脚
気
や

玄
米
食
研
究
の
試
験
台
に
ざ
れ
た
。

(『食
道
楽
続
編
㈹
春

・
夏
の
巻
』
)

広
大
な
自
然
環
境

の
下
で
、
村
井
家

の
人
々
が
総
動
員
で
協
力
し
て
い
る
様
子

は
、
写
真

で
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
毎
日
の
生
活
そ
の
も

の
が
実
験

で
あ

っ
た
。
弦
斎
は
こ
れ

ら
の
自
給
自
足
生
活
の
中
か
ら
生
命

に
不

可
欠
な
三
要
素
を
見
出
し
、
そ
れ
ら
を

「生
活
素
」
、
「味
素
」、
「養
素
」
と
名

付
け
た
。

果
樹
園
で
、
苺
、
桃
な
ど
を
摘
み
取

っ
て
す
ぐ
に
食
べ
る
と
、
新
鮮

で
且

つ

ビ
タ
ミ
ン

(生
活
素
)
が
豊
富
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

「生
活
素
」
と
は
ビ
タ
ミ

ン
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
ビ
タ
ミ
ン
は
加
熱

に
よ
る
損
失
が
多

い
。

人
は
蛋
白
質
、
含
水
炭
素
、
脂
肪
と
水
と
塩
を
摂

っ
て
お
れ
ば
り

っ
ぱ

に

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
は
れ
て
ゐ
た
が
、
こ
こ
ろ
み
に
こ
れ
ら
の

成
分
を
純
粋

に
精
製
し
て
動
物

に
与

へ
て
み
る
と
、
そ
の
動
物
は
生
活
す

る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
何
か
こ
れ
ら
の
成
分

の
ほ
か
に
特
殊
な

生
命
を
支

へ
る
も
の
は
な

い
か
と
、
多
く
の
学
者
に
よ

っ
て
い
ろ
い
ろ
研

究
さ
れ
た
う
ち
、
近
頃
注
目
さ
れ
て
き
た

の
は
ビ
タ
ミ
ン
す
な
は
ち
、
生

活
素
と
称
す
べ
き
も

の
で
、
こ
の
要
素
が
食
物
中
に
存
在
し
な
け
れ
ば
、

わ
れ
ら
は
生
命
を
支

へ
て
ゆ
く

こ
と
が
で
き
ぬ
も
の
だ
と
考

へ
ら
れ
る
や

う
に
な

っ
た
。

(『婦
人
世
界
』
大
正
八
年

「樫
田
十
次
郎
医
学
博
士
ビ
タ
、、・

ミ
ン
に
つ
い
て
の
談
話
」)

ビ
タ
ミ
ジ
と
い
う
言
葉
が

一
般

に
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
大
正
七

年

(
一
九

一
八
)
を
過
ぎ
て
か
ら
で
あ
る
。
文
中
で

「
こ
の
要
素
が
食
物
中
に

存
在
し
な
け
れ
ば
わ
れ
ら
は
生
命
を
支

へ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
ぬ
も

の
だ
と
考

へ
ら
れ
る
や
う
に
な

っ
た
。」
と
あ
る
が
、
こ
の
考
え
方
が

一
般
的
に
な

っ
た
と

い
う

こ
と
は
、
ビ
タ
ミ
ン
が
栄
養
学
的
地
位
を
獲
得
し
た
と

い
う

こ
と
に
な
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
ま
だ

一
般

の
人
々
が
半
信
半
疑
で
あ

っ
た
と

い
う

こ

と
は
次

の
新
聞
記
事

で
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

あ
る
学
者
は
、
こ
れ
ら
の
物
質
に
ヴ
ィ
タ
ミ
ー
ネ

(生
活
素
)
と
言
ふ
名

を
付
け
て
を
り
ま
す
が
、
さ
て
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
や
全
然
知

ら
れ
て
居
り
ま
せ
ん
。
只
何
か
か
う
言
ふ
物
質
の
あ
る
こ
と
を
考

へ
ね
ば

説
明
が
付
か
ぬ
こ
と
だ
け
は

一
致
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

(『福
岡
日

日
新
聞
』
大
正
七
年
三
月
十
五
日
)

弦
斎
が
木
食
や
生
食
を
し
な
が
ら
各
種
の
食
物

の
試
験
を
し
た
結
果
、
新
鮮
な

食
物

に

一
種

の
揮
発
成
分

(味
素
)
が
含
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

新
鮮
な
物
は
時
が
経

つ
に
つ
れ
て
そ
の
新
鮮
さ
を
失
う
。
揮
発
成
分
は
検
出
不

可
能
で
あ
る
が
、
植
物
な
ど
の
中

に
は
揮
発
成
分
で
有
用
な
物
が
多
く
存
在
し

て
い
る
。
第
三
に
あ
げ
た

「養
素
」
は
、
い
わ
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
で
、

木
の
芽
、
草
、
生
肝
な
ど
は
病
気
治
療
や
栄
養
補
給
源
と
し
て
今
日
で
も
多
く

活
用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
生
活
素

(ビ
タ
ミ
ン
)、
味
素

(揮
発
成
分
)、
養

素

(
エ
ネ
ル
ギ
ー
)
を
総
称
し
て
活
力
と

い
う
。
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ゴ

断
食

弦
斎
が
こ
の
断
食
を
試
み
た
き

っ
か
け
は
、
平
塚
の
自
宅
で
飼

っ
て
い
た
鶏

の
生
態
を
研
究
し
た
こ
と
に
よ
る
。
柵

の
中
に
入
れ
て
お
い
た
鶏
と
放
し
飼

い

に
し
た
鶏
と
を
解
剖
し
て
み
る
と
、
た
し
か
に
違
い
が
出
て
い
た
。
柵
の
中

に

入
れ
て
お
い
た
鶏
は
、
毎
日
三
度
つ

つ
の
食
事
に
よ

っ
て
胃
が
膨
張
し
た
が
、

一
方
の
放
し
飼

い
の
方
は
運
動
を
し
な
が
ら
自
分
の
好
き
な
時
に
食
べ
て
い
る

の
で
胃
は
小
さ
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
双
方

の
鶏
を
調
べ
て
み
る
と
、
放
し
飼

い

に
し
た
方
が
柵
の
中

の
鶏
よ
り
は
る
か
に
健
康
的
で
あ

っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、

食
物
を
と
る
時
に
は
、

一
度

に
沢
山
の
量
を
食
べ
ず
、
運
動
を
し
な
が
ら
少
し

つ

つ
食

べ
て
ゆ
く

の
が
胃
に
負
担
を
か
け
ず
強
靱
に
な
る
と

い
う

こ
と
が

い
え

る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
我

々
人
間
に
と

っ
て
も
同
様
と

い
え
よ
う
。

弦
斎
は
こ
の
鶏
の
実
験
結
果
を
基

に
、
自
ら
の
身
体
で
長
短

の
断
食
を
実
行

し
た
。
そ
の
実
験
方
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

一
週
間
の
断
食
を
実
行
し
た
と
こ
ろ
、
終
了
後
、

一
ヵ
月
程
で
心
身

の
疲
労
が
回
復
し
た
。

②

五
週
間
の
断
食
を
実
行
し
た
と
こ
ろ
、
終
了
後
、
心
身
の
疲
労
が
ひ

ど
く
、
回
復

に
日
数
が
か
か
っ
た
た
め
、
心
身
共

に
回
復
し
た
の
は

約

一
年
後
で
あ

っ
た
。

断
食
は
、
長
く
な
る
程
疲
労
が
倍
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
、
以
上
の
よ
う
な
結

果
が
出
た
。

一
週
間
の
断
食
は

一
ヵ
月
で
回
復
す
る
が
、
五
週
間
の
断
食
は
五

ヵ
月
で
は
回
復
せ
ず
、
約

一
年
か
か

っ
て
回
復
し
た
。
従

っ
て
、
長
い
断
食
を

行
な
う
よ
り
も

一
週
間
の
断
食
を
何
回
か
に
分
け
て
実
行
す
る
方
が
疲
労
度
も

少
な
く
、
ま
た
、
効
果
的
で
あ
る
。
こ
の
断
食

に
は
多
嘉
子
夫
人
も
参
加
し
、

病
気
治
療
の
発
見
に
努
め
た
。
断
食

の
結
果
は
、

『婦
人
世
界
』
に

「断
食

の

実
験
と
其
効
能
O
l
四
」

(大
正
五
年
八
月

一
日
-
十
月
五
日
)、

「妻
の
断
食
を

監
督
す
る
の
記
」

(大
正
五
年
十

一
月

一
日
)、

「断
食

の
実
例
と
心
得
」

(大
正

五
年
十
二
月

一
日
)、

「人
体
に
有
益
な
る
断
食
物
O
I
口
」

(大
正
五
年
九
月

一
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日
ー
十
月
五
日
)、

「病
気
に
対
す
る
新
治
療
法
O

王
日
」

(大
正
七
年
九
月

一
日

ー
十
月
五
日
)、

「弦
斎
式
断
食
療
法
」

(大
正
六
年
五
月
十
日
、
実
業
之
日
本
社
)

な
ど
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。

日

天
然

(自
妖
)
食
を
常
食
と
す
る

弦
斎
は
、

「自
妖
」
と
い
う
言
葉
を

「天
然
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

当
時
の
人
々
が
自
鉄
と
非
常

に
密
着
し

て
い
た
た
め
で
、

い
わ
ば
当
然
の
表
現

で
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
こ
で
以
下
の
文
を
弦
斎

の
言
葉
を
借
り
て

「自

然
」
を

「天
然
」
と
言

い
換
え

て
記
し
て
み
よ
う
。

一
口
に
天
然
食
と
い
っ
て
も

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
新
鮮
な
物
と
し
て
す
ぐ
思

い
出
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り

「生
物
」

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
食
品
を
生

の
ま
ま

食
べ
る
と

い
う

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
や
は
り
火

に
頼
る
生
活
の
方
が
多
く
、

ま
た
、
そ
の
方
が
安
全
で
も
あ
る
。
従

っ
て
、
食
生
活
の
基
本
は
、
火
食

で
あ

っ
て
も
、
天
然
の
形
や
性
質
を
失
わ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

弦
斎
は
、

「玄
米
」
を
常
食
と
し
て

い
た
。
白
米
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ

ミ
ン
な
ど
の
必
要
な
栄
養
分
の
含
有
量
が
少
な

い
た
め
、
あ
ま
り
栄
養
価
が
高

く
な
い
と
考
え
、
弦
斎
は

「白
米
有
害

論
」
を
提
唱
し
た
が
、
明
治
四
十
三
年

(
一
九

一
〇
)
五
月
に

「玄
米
有
効
論
」
と
改
題
し
て

『婦
人
世
界
』
に
発
表

し
た
。

こ
れ
は
、
人
々
の
反
響

の
大
き
さ
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
し

か
し
、
弦
斎

の
玄
米
食
提
唱
に
対
し
、
玄
米
食
を
批
判
す
る
者
も
多
く

い
た
。

従
来
、
白
米

に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
と

い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
玄
米
は
、
第

一

に
、
消
化
力
が
悪

い
。
第
二
に
、
精
白

の
手
数
は
か
か
ら
な

い
が
、
炊
飯
に
時

間
を
要
す
る
。
第
三
に
、
燃
料
が
多
く
か
か
り
、
不
経
済
で
あ
る
。
と
い
う
こ

と
が
そ
の
理
由
で
あ

っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
利
害
得
失
を
考
え
れ
ば
、
白
米

の
方
が
利
点
は
多

い
が
、
白
米
ば
か
り
食

べ
て
い
る
と
脚
気
に
な
る
と

い
う
こ

と
も
あ

っ
て

一
時
は
奨
励
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
玄
米
が
受
け
入
れ
ら
れ
た

の
は
、
当
時

の
科
学
に
対
し
て
半
信
半
疑
で
あ

っ
た
人
々
が
、
食
料
危
機
を
脱

す
る
た
め
の

一
時
凌
ぎ

に
す
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
弦
斎
が
脚
気

予
防
、
健
康
増
進
の
意
味

で
提
唱
し
た
玄
米
食
は
、

一
部
の
者
に
受

け
入
れ
ら

れ
た
が
浸
透
性
は
薄
か

っ
た
。
以
後
、
消
化
力
や
、
色
、
味
の
良
さ
か
ら
半

つ

き
米
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
で
は
そ
れ
が
定
着
し
て
い
る
。
し
か

し
、
弦
斎
が
常
食
と
し
て
い
た
が
あ
ま
り
普
及
し
な
か
っ
た
玄
米
食
も
、
今
日

食
品
汚
染
が
進
み
、
天
然
食
品
を
見
直
す
傾
向
に
あ
り
、
玄
米
食
愛
好
家
が
増

え
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
ち
る
。
そ
の
先
見
性
は
、
こ
の
天
然
食
に
限
ら
ず
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
婦
人
雑
誌
を
変
貌
さ
せ
た
ご
と
な
ど
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

(表1)玄 米 、白米、半つき米における

カル シウム、ビタミンの含有量

食品名

カル シウム

(ma

ビ タ ミ ン

A
B1

(ma)

Bz

(ma)

C

(ma

玄 米 10 0 0.54 0.06 0

白 米 6 0 o.is 0.03 0

半っき米 8 0 0.39 0.05 0

(可食部1!.当 た り)

食品成分表1981年 度版参照)(三訂補

 

註

(1
)
平
塚
市
市
史
編
纂

室
蔵

、

「弦
斎
略
伝
」

(2
)

『
小
説

食
道
楽
』
の
主

入
公

の
女
性

の
名
前
で
、
そ

の
モ
デ
ル
は
多
嘉
子
と

さ
れ
て

い
る
。
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四

『食
物
に
関
す
る
十
八
年
間

の
研
究
』
に
つ
い
て
の
考
察

『小
説

食
道
楽
』
は
、
総
合
的
な
料

理
の
知
識
を
わ
か
り
易
く
述
べ
て
人
々

に
料
理
を
す
る
楽
し
み
を
与
え
、
当
時

、
多
く
の
人
々
か
ら
愛
読
さ
れ
た
書
物

で
あ

っ
た
。
そ
の
弦
斎
の
研
究
は
、
食

道
楽
か
ら
食
生
活
改
良
、
そ
し
て
食
養

生

へ
と
進
め
ら
れ
た
。

大
正
九
年

(
一
九
二
〇
)
五
月
七
日

に

『小
説

食
道
楽
』
の
増
刷
版
と
し
て

『食
物
に
関
す
る
十
八
年
間
の
研
究
』
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
書
物
は
、
読
者

が
各
自
の
健
康
状
態
に
応
じ
た
食
物
、
食
事
法
を
と
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
更
に

健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
と
の
目
的
か
ら
書
か
れ
た
。
い
わ
ば
、

こ
れ
ま
で
弦
斎
が
研
究
し
て
き
た
こ
と

の
総
括
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
が
、
こ

の
著
書
で
あ
る
。

『食
物
に
関
す
る
十
八
年
間
の
研
究
』
は
、
e

食
物
の
原

則
、
口

料
理
の
原
則
、
日

食
事
法

の
原
則

の
三
原
則
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
料
理
の
実
例
な
ど
が
多
く
記
さ
れ

て
い
る
。

e

食
物
の
原
則

都
市
の
人
口
が
増
加
し
て
輸
送
力
が
進
み
、
食
品
の
流
通
範
囲
が
広
が
る
に

つ
れ
て
、
人
々
は
、
食
品
の
善
し
悪

し
を
見
き
わ
め
る
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て

き
た
。
弦
斎
は
長
年
に
わ
た
り
、
私
達

が
日
常
行
な

っ
て
い
る
食
事
法
、
ま
た
、

食
品
の
選
定
が
正
し
く
行
な
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
、
研
究
を
行

な

っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
く
た
め
に
数

々
の
実
験
を

行
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
食
品
の
選
定
を
次
の
よ
う
な
八
項
目

に
確
定
し
た
。

第

一

な
る
べ
く
新
鮮
な
物
を
選

ぶ
。
こ
こ
で
は
第
三
章
、

「
食
生
活
改
良

実
験
」
の
e
、
自
給
自
足
の
中

で
取

り
上
げ
た
、
生
命
に
必
要
な
三
要
素

(生

活
素
、
味
素
、
養
素
)
の
重
要
性
を
述

べ
て
い
る
。
私
達
が
食
品
を
選
定
す
る

場
合
、
ま
ず
、
鮮
度
と
栄
養
価
を
考

え
る
。
今
日
の
よ
う
に
加
工
品
や
冷
蔵
庫

な
ど
の
保
存
技
術
が
進
む
と
、
便
利
さ
に
と
ら
わ
れ
、
鮮
度
の
問
題
を
忘
れ
が

ち
に
な
る
。
こ
の

「新
鮮
な
物
」
と
い
う
こ
と
は
常
識
的
な
こ
と
で
あ
り
、
日

常
あ
ま
り
言
葉
に
は
し
な

い
が
、
食
品
選
定
上
、
最
も
心
掛
け
な
く
て
は
な
ら

な

い
。
第

二

な
る
べ
く
生
の
物
を
選
ぶ
。
料
理
を

「
生
食
」
と

「
火
食
」
に
大
別

し
て
考
え
る
と
、
日
本
料
理
は
、

「生
食
」
の
た
め
の
理
想
的
な
形
を
追
求
し

て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
料
理
が
自
然
の
持
ち
味
を
活
か
し
て
食
べ
る
「す
し
」

や

「刺
身
」
で
あ
る
。
生
で
食
べ
る
と
い
う

こ
と
は
、
新
鮮
で
且

つ
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
の
供
給
源
と
も
な
り
、
滋
養
と
し
て
の
効
果
も
あ
る
。
木
食
行
者

は
、
食
物
を
生
で
食

べ
て
活
力
を

つ
け
、
身
体
を
養

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

弦
斎
も
木
食
生
活
を
体
験
し
、

「
生
食
」
の
効
用
を
確
信
し
た
。

第
三

な
る
べ
く
天
然
に
近

い
物
を
選
ぶ
。
必
要
な
栄
養
分
を
除
去
す
る
こ

と
が
身
体
に
よ
く
な
い
例
と
し
て
、
白
米
に
関
す
る
記
事
が
次
の
よ
う
に
新
聞

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

普
通
栄
養
素

の
蛋
白
質
、
脂
肪
、
炭
水
化
物
、
鉱
物
質
の
外
に

一
つ
の
大

切
な
元
素
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ビ
タ
ミ
ン
と

い
ふ
要
素
で
、
こ
れ
は
今

日
で
は
普
通
の
分
析
に
は
表
は
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
草
草
、

蛋
白
質
や
脂
肪
と
共
に
分
析
表
に
表
は
れ
る
事
を
信
じ
て
ゐ
ま
す
。
我
が

精
白
米
に
は
ビ
タ
ミ
ン
が
欠
け
て
ゐ
ま
す
。
元
来
米
の
如
き
は
そ
の
外
皮

に
ビ
タ
ミ
ン
を
含
有
し
て
ゐ
ま
す
が
之
を
搗

い
て
精
白
し
て
終

へ
ば
こ
の

ビ
タ
ミ
ン
が
欠
乏
す
る
の
は
当
然
で
す
。
支
那
人
に
脚
気
が
多

い
の
は
こ

の
ビ
タ
ミ
ン
の
欠
乏
か
ら
く
る
の
で
す
か
ら
白
米
は
精
白
し
な
い
の
が
宜

し
い
の
で
す
。

(『読
売
新
聞
』
大
正
七
年
七
月
七
日
)

白
米

の
他
に
も
こ
の
よ
う
な
例
は
、
野
菜
や
果
物
な
ど
の
副
食
物

に
も
み
ら
れ

る
。
野
菜
や
果
物
は
、
皮
や
葉
の
有
用
な
部
分
を
棄

て
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
こ
と
は
、
必
要
な
栄
養
分
を
棄
て
て
し
ま

っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の

「天
然
に
近

い
物
」
と

い
う

こ
と
は
、
自
然
の
ま
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ま
の
形
に
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

第
四

な
る
べ
く
寿
命
の
長

い
物
を

選
ぶ
。

「寿
命
が
長

い
」
と

い
う

こ
と

は
、
動
植
物
の
細
胞
組
織
の
寿
命
の
長

さ
を

い
う
。
そ
れ
が
人
体

に
適
合
す
る

か
否
か
に
よ

っ
て
そ
の
食
物
の
価
値
が
違

っ
て
く
る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
動

植
物
の
中
で
細
胞
組
織
の
寿
命
の
最
も

長
い
物
は
、
植
物
質
の
若
芽
や
、
野
菜
、

果
物
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
反
対
に
寿
命

が
最
も
短

い
物
は
肉
類
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
は
日
常

の
経
験
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
食
品
を
選
定
す
る

場
合
、
こ
の
こ
と
は

一
つ
の
基
準
と
も

な
る
が
、
私
達
は
日
常
あ
ま
り
考
え
ず

に
選
定
し
て
い
る
。

第
五

な
る
べ
く
組
織
の
緻
密
な
物
を
選
ぶ
。
先
に
、
最
も
細
胞
組
織
の
寿

命
の
長

い
食
物
は
、
植
物
質

の
若
芽
で
あ
る
と
述

べ
た
が
、

こ
れ
は
ま
た
、
組

織
も
緻
密
で
あ
る
と

い
え
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
植
物
の
組
織
が
緻
密
な
の

で
は
な
く
、
気
候
の
違

い
や
、
長

い
時

間
を
か
け
て
自
然
の
ま
ま
の
状
態
で
成

育
さ
れ
た
物
が
、
よ
り
緻
密
で
あ
り
、
身
体
に
適
し
て
い
る
。

第
六

な
る
べ
く
若

い
物
を
選
ぶ
。

こ
の
「若

い
」
と

い
う

こ
と
は
、
採
り
た

て
、
ま
た
は
、
発
育
が
盛
ん
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
私
達
が

今
日
、
す

べ
て
の
生
活
を
自
給
自
足
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
利
点
を
考
え
て
み
る
と
、

い
つ
で
も
自
由
に
食
物
を
と
る
こ
と
が
で
き
、

安
心
で
あ
る
。
ま
た
、
輸
送
時
間
が
か
か
ら
な

い
の
で
採
り
た
て
の
物
を
す
ぐ

に
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
す
ぐ

に
食

べ
ら
れ
る
と

い
う

こ
と
は
、
次
に

あ
げ
る

「場
所
に
近

い
」
と
い
う
こ
と
に
も
関
連
し
て
い
る
。

第
七

な
る
べ
く
場
所
に
近
い
物
を
選
ぶ
。
交
通
が
発
達
し
、
物
質
の
交
易

が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
各
地
の
食
物
が
簡
単
に
手
に
入
る
よ

う
に
な
る
。
し
か
し
、
交
通
に
は
多
く

の
時
閤
が
か
か
り
、
新
鮮
な
農
産
物
や
、

水
産
物
も
日
が
経

つ
に
つ
れ
て
鮮
度
が
落
ち
、
ま
た
腐
敗
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
歴
史
的
に
み
て
も
、
先
祖
は
、
も
と
も
と
そ
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
採

れ
た
も
の
を
食

べ
で
き
た
わ
け
で
、
そ
れ
を
続
け
る
う
ち
に
、
そ
の
地
域
の
人

々
は
そ
の
地
域

に
合

っ
た
好
み
や
、
体
質
を
培

っ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
、
自

分
の
す
ぐ
そ
ば

の
地
域
で
採
れ
る
物
を
食

べ
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
体
質
に
合

つ

て
い
て
安
全
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。

第
八

な
る
べ
く
刺
激
の
少
な
い
物
を
選
ぶ
。
刺
激
物
と
し
て
い
ち
ば
ん
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
砂
糖
と
塩
で
あ
る
。

「塩
梅
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

が
、
日
本
で
は
大
昔
、
塩
と
梅
酢
で
味
付
を
し
て
い
た
。
砂
糖
が

一
般
に
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
江
戸
時
代
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
量
は
A
7
日
と
比

較
に
な
ら
な

い
程
少
量
で
あ

っ
た
。
食
事
を
美
味
に
す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
味

付
が
重
要
な

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
段
階
で
必
要
以
上
に
調
味
料
や
砂
糖
な
ど

を
入
れ
過
ぎ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
人
の
食
生
活
の
中
で

い
ち
ば
ん

問
題
に
な
る
の
は
塩
の
取
り
過
ぎ
で
あ
る
。
塩
は
、

一
日
十
グ
ラ
ム
が
限
度
と

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
範
囲
内
で
摂
取
量
を
抑
え
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
元
来
、
日
本
の
食
物
は
塩
味
が
基
本

で
あ
り
、
人
々
の
味

神
経
は
塩
辛
さ
に
慣
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
.

こ
の
慣
れ
に
よ

っ
て

側

味
神
経
が
麻
痺
さ
れ
、
塩

の
量
が
増
加
し
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

口

料
理
の
原
則

料
理
を
す
る
目
的
は
、
加
熱
に
よ
り
食
物
を
柔
ら
か
く
し
、
そ
こ
に
調
味
料

を
加
え
数
種
の
食
品
を
混
合
し
て
風
味
を
改
良
す
る
。
そ
し
て
、
外
観
を
美
的

に
す
る
よ
う
に
配
合
を
考
え
、
不
快
な
物
質
を
浸
出
し
、
ま
た
は
、
こ
れ
を
分

解
し
て
除
去
す
る
こ
と
で
あ
る
。
弦
斎
は
、
料
理
の
基
本
を
次
の
よ
う
な
四
項

目
に
確
定
し
た
。

第

一

天
然
の
味
を
失
わ
な
い
こ
と
。

以
前
に
は
、

調
味
料
と
し
て
塩
を

使
用
す
る
と

い
っ
て
も
、
ご
く
僅
か
で
あ

っ
た
の
で
淡
白
な
味
で
も
満
足
し
て

い
た
。
し
か
し
、
今
日
の
よ
う
に
食
品
の
種
類
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
、
人
々

の
味
覚
は
し
だ

い
に
発
達
し
、
強
烈
な
刺
激
で
な
け
れ
ば
舌
に
味
を
感
じ
な
く

な

っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
料
理
も
天
然
の
味
だ
け
で
は
満
足
し
き
れ
ず
、

人
工
的
な
味
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
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に
つ
い
て
弦
斎
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

人
間
は
、
だ
ん
だ
ん
と
天
然
の
深

い
味
を
忘
れ
て
し
ま

っ
て
、
人
工
の
味

に
ば
か
り
舌
が
慣
れ
て
し
ま

っ
た
。
天
然
の
味
は
刺
激
性
の
も
の
は
な

い

が
、
人
工
の
味
は
塩
で
も
砂
糖

で
も
酢
で
も
何
で
も
悉
く
み
な
刺
激
性
の

味

で
あ
る
。
な
に
ご
と
も
技
巧
が
進
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
天
然
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
進
歩
し
た
技
倆
を
も

っ
て
天
然
を
助
長
す
る
の
が
真
の
技

倆
の
至
れ
る
も
の
で
あ
る
。
料
理

も
ま
た
そ

の
や
う
に
け

っ
し
て
天
然
に

背
馳
し
て
、
人
工
の
味
に
の
み
は
し

っ
て
は
い
け
な

い
。
さ
う
す
る
と
か

な
ら
ず
弊
害
を
生
じ
る
の
で
、
料

理
と
は
、
天
然
の
味
の
不
足
を
補
ふ
も

の
で
あ
る
と
い
ふ
大
方
針
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

(『食
物
に
関
す
る
十
八
年
間
の
研
究
』
)

こ
の
こ
と
は
、
人
工
の
味

に
頼
り
す
ぎ
、
そ
れ
に
慣
れ
る
と
本
物
の
味
を
見
失

っ
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
、
料
理
は
、
自
然
の
味
を
活
か
す
こ
と
が
本
筋
で
あ
る
。

第
二

天
然
の
配
合
に
近
づ
け
る

こ
と
。

こ
の

「配
合
」
と

い
う
こ
と
は
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
、
ま
た
は
、
組
み
合
わ
せ
、
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、
鰻
は

実
と
皮
は
蒲
焼
き
に
し
、
内
臓
は
吸
物

に
す
る
と
天
然
の
配
合
に
近
づ
い
た
形

と
な
る
。
ま
た
、
玄
米
は
天
然
物
で
外
皮
に
は
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ

ム
、
な
ど
多
く
の
成
分
が
含
ま
れ
て

い
る
が
、
玄
米
を
精
白
し
て
白
米
に
す
る

と
、
外
皮
に
含
ま
れ
て
い
る
成
分
が
除
去
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に

外
皮
に
あ
る
糠
を
副
食
物
の
料
理
と

し
て
使
用
す
る
。

つ
ま
り
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
、
食
物
の

一
部
分
の
み
で
な
く
、
他
の
有
用
な
各
所
も
使
用
し
て

不
足
分
を
補
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

第
三

消
化
と
排
泄

の
調
和
を
は
か

る
こ
と
。
柳
田
国
男
は

『
明
治
大
正
世

相
史
」

の
中
で
、

「
明
治
大
正
を
通
じ

て
食
生
活
に
起
き
た
変
化
の

一
つ
に
、

明
治
以
後
、
食
物
が
や
わ
ら
か
く
な

つ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
調

理
方
法
の
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
し
か
し
、
柔
ら
か

い
物
は
、
消
化

吸
収
は
よ
い
が
、
あ
ま
り
消
化
が
よ
く

て
も
、
か
え

っ
て
身
体
に
よ
く
な
い
の

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
弦
斎
は
、
自
宅
で
飼

っ
て
い
っ
た
馬
で
実
験
を
し
た
。

ま
ず
、
馬
に
消
化
の
よ

い
物
ば
か
り
与
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
し
だ

い
に
消
化
力

が
弱
ま
り
、

つ
い
に
は
全
く
消
化
さ
れ
な

い
物
を
外

に
出
す
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
こ
で
、
藁
や
草
な
ど
の
不
消
化
物
を
混
合
し
た
と
こ
ろ
、
よ
く
消
化
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
消
化
の
よ
い
物
は
す
ぐ
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
た
め
、
か
え

っ
て

吸
収
率
が
悪
く
な
り
、
不
消
化
物
を
混
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
く
咀
嚼
す
る

の
で
消
化
吸
収
が
よ
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
ま
り
運
動
を
し

な

い
人
は
筋
肉
を
使
用
し
な

い
た
め
に
、
し
だ

い
に
足
が
弱
ま
る
の
と
同
様
に
、

消
化
の
よ
い
物
ば
か
り
食
べ
て
い
る
と
胃
腸
を
働
か
す
こ
と
が
少
な
い
た
め
、

胃
腸
の
活
動
が
悪
く
な
る
。

第
四

五
美
を
そ
な
え
る
こ
と
。
こ
の
五
美
と
は
、

「味
」
、
「香
」、
「色
」
、

「
形
」、
「器
」

の
こ
と
で
あ
る
。

「味
」

の
濃
淡
は
、
人
に
よ

っ
て
そ
の
嗜
好

が
違
う
の
で

一
定
の
標
準
は
決
め
ら
れ
な
い
が
、
天
然
の
味
を
逃
が
さ
な

い
よ

う
に
料
理
を
す
る
。
ま
た
、
こ
の

「
味
」
と
並
ん
で

「香
」
も
ま
た
料
理
に
不

可
欠
な
物
で
あ
る
。
味
神
経
と

い
う
物
は
、
そ
の
感
受
性
が
早
く
変
化
す
る
が
、

嗅
神
経
の
感
受
性
は
容
易
に
変
化
し
な
い
。
よ

っ
て

「香
」
に
よ

っ
て
食
欲
を

そ
そ
る
と
い
う
こ
と
は
、
料
理
を
引
き
立
て
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

「香
」
と

同
様
に

「
色
」
と

「
形
」
も
人
の
食
欲
を
促
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
れ
ら
が
揃

っ
て
い
て
も
盛
る
べ
き

「器
」
が
そ
の
料
理
に
相
応
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
日
本
料
理
の
よ
う
に
、

「器
」
で
食

べ
る
よ
う
な
料
理
は
、

「器
の
美
」
が

「
料
理
の
美
」
を
発
揮
さ
せ
る

一
要
件
と
な
る
。
以
上

の
よ
う

に
、

「
五
美
」
を
揃
え
、
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
料
理
を

一
層
引
き
立
た

せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

弦
斎
は
、
各
原
則
に
関
連
し
て
、
料
理
の
心
得
を
次
の
よ
う
な
歌

に
し
た
。

〈
料
理
心
得
の
歌
〉

辛

味

妊
婦
に
は
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
が
禁
物
ぞ
、
辛
味
料
理
は
何
で
も
食
べ
る
な

(54)
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酸

味

花
の
咲
く
春
は
逆
上
る
も
の
ぞ
か
し
、
酸
味
の
料
理
は
逆
上
引
き
下
げ

ト
'

日
し

ノ

ー
ノ

小
児

に
は
辛
き
料
理
を
与

へ
る
な
、
刺
戟

の
も
の
は
何
よ
り
も
毒

肉

牛
肉
や
鶏
の
肉
を
ば
束
の
間
に
柔
ら
か
く
す
る
は
酢
を
か
け
て
置
け

摺

立

汁

味
膾
汁

へ
白

い
魚
を
摺
り
込
ん
で
、
摺
り
立
汁
に
す
る
ぞ
昧
よ
き

(『婦
人
世
界
』
明
治
四
十

一
年
五
月
号
)

日

食
事
法
の
原
則

弦
斎
は
、
食
生
活
改
良
研
究
の
た
め

に
、
幾

つ
か
の
断
食
を
行
な
い
、
そ
の

結
果
を
次
の
よ
う
な
四
項
目
に
確
定
し
た
。

第

幽

飢
え
を
待

っ
て
食
べ
る
こ
と
。
現
在
、
普
通
に
三
回
食
が
行
な
わ
れ

て
い
る
ガ
、
奈
良
朝
時
代
ま
で
は
大
体

二
食

で
あ

っ
て
、
特
に
労
働
の
激
し
い

人
だ
け
が
三
食
を
と

っ
て
い
た
。
鎌
倉
時
代

に
な
る
と
朝
廷
の
食
事
は
三
食
に

な

っ
た
。
武
士
は
、
平
常
は
二
食
で
あ

っ
た
が
、
戦
場
に
行
く
際
に
は
二
食
で

は
足
り
ず
三
食
を
と
る
よ
う
に
な

っ
た
。
三
回
食
が
確
立
さ
れ
た
の
は
安
土
、

桃
山
時
代
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
弦
斎
は
、
以
前
二
食
論
者
で
あ

っ
て
、
仏

門
の
二
食
法
に
な
ら

っ
て
朝
と
昼
の
二
回
食
物
を
と
り
、
午
後
か
ら
は

一
切
食

物
を
と
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
交
際
上
の
不
便
か
ら
し
だ

い
に
三
食
に
戻
す

よ
う
に
な

っ
た
。

鶏

の
実
験
結
果
と
同
様
に
、
そ
の
組
織
は
里
ハな
る
が
、
人
間
の
胃
腸
に
も

一

度
に
多
く
の
物
を
詰
め
込
む
と
身
体
に
害
を
及
ぼ
す
。
栄
養
を
豊
富

に
と
り
、

空
腹
に
し
な

い
こ
と
が
、
体
力
や
耐
久
性
を
確
実

に
養
う

こ
と
に
な
る
か
ど
う

か
は
疑
問
で
あ
る
。
時
に
は
空
腹
の
状
態

に
し
て
お
く
こ
と
も
胃
腸
に
よ
い
こ

と
で
あ
る
。

断
食
の
効
果
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
、

空
腹
、

つ
ま
り
、
こ
の
飢
え
を
待

つ
と
い
う
こ
と
は
健
康
上
の

一
つ
の
策
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
第

二

よ
く
咀
嚼
す
る
こ
と
。

「
咀
嚼
す
る
」
と

い
う

こ
と
は
、
e
、
歯

で

物
を
噛
み
砕

い
て
細
か
く
し
、
食
べ
易

い
状
態
に
す
る
。
口
、
噛
み
砕

い
て
い

る
問
に
食
物
を
十
分
に
唾
液
と
混
ぜ
合
わ
せ
消
化
さ
せ
る
。
と
い
う
二
つ
の
意

味
を
も

っ
て
い
る
。
各
家
庭
に
は
、
代

々
独
自
の
食
事
法
と

い
う
も
の
が
あ

っ

て
、
そ
れ
に
従

っ
で
生
活
を
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
今
日
の
よ
う

に
生
活
速
度
が
速
く
な
る
と
食
事
時
間
も
短
縮
さ
れ
、
し
だ

い
に
食
事
の
と
り

方
が

一
定
し
な
く
な

っ
て
き
た
。
咀
嚼
す
る
と
い
う
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
と
疎
か

に
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

一
つ
に
は
、
食
物
の
傾
向
が
変
化
し
て
き
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
日
の
よ
う
に
、
食
事
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
た

め
に
、
ゆ

っ
く
り
と
物
を
噛
む
余
裕
が
な
く
な

っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
よ
く

咀
嚼
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
ご
く
当
り
前

の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
そ
の
意
味
を

忘
れ
が
ち
に
な
る
。

ま
　　
　

第
三

腹
八
分
目
に
食
べ
る
こ
と
。
沢
庵
和
尚
が
知
人
に
贈

っ
た
言
葉
の
中

に
、

「御
養
生
を
よ
く
成
さ
れ
馬
御
達
者

に
候
わ
ね
ば
、
御
奉
公
も
成
ち
ざ
る

御
事
に
候
。
御
養
生
と
い
え
ば
、
御
食
物
む
さ
と
成
さ
ら
ず
。
過
ご
し
申
さ
ざ

る
事
第

一
也
」
と
い
う

一
文
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
生
命
を
養

っ
て
健
康
を
保

つ

た
め
に
は
、
飲
食
を
無
雑
作
に
し
な

い
よ
う
に
し
、
度
を
越
さ
な
い
と

い
う

こ

と
で
あ
る
。
こ
の

「度
を
越
さ
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、

「腹
八
分
目
」
に
あ

た
る
。
第
四

天
然
を
標
準
と
す
る
こ
と
。
昔
と
比
較
し
て
、
今
日
の
食
習
慣
は
略

式
化
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
現
代
社
会

に
お
い
て
は
や
む
お
得
な

い
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
た
め
に
も
、
あ
る

一
定
の
食
事
法
を
決
め
て
お
か
な

く
て
は
な
ら
な

い
。
人
工
の
味
に
慣
れ
、
刺
激
物
が
多
く
な

っ
て
き
た
今
日
の

不
自
然
な
形
を
脱
し
て
人
間
の
健
康
状
態
を
自
然
の
形
に
戻
す
に
は
、
天
然
を

標
準
に
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
人
問
の
生
活
は
極
端

に
不
自
然
な
生
活
に
達

す
る
と
、
再
び
自
然
の
生
活
に
戻
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
永

い
時
間
を
か

(55)
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け
て
培
わ
れ
て
き
た
体
質
は
、
極
端

に
違

っ
た
条
件
に
は
反
発
を
感
じ
、
急
に

対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
今
日
、
自
然
食
品
が
見
直

さ
れ
て
き
た
の
は
、
再

び
自
然
の
生
活
に
戻
そ
う
と
す
る
傾
向

の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
天
然
の
食
事
法

の
代
表
的
な
物
に
木
食
が
あ
る
が
、
弦
斎
は
、
大
正
七
年

(
一
九

一
八
)、木
曽

御
嶽
山
と
大
正
九
年

二

九
二
〇
)、
武
州
御
嶽
山
の
日
の
出
山
で
木
食
生
活
を

体
験
し
た
。
こ
れ
ら
の
体
験
は
、
大
正
十
年

(
一
九
二

一
)、
『婦
人
世
界
』
に
、

「武
州
御
嶽
山
に
於
け
る
私
の
山
中
生
活
O
l
口
」
、
「
武
州
御
嶽
山
に
於
け
る

私
の
穴
居
生
活
日
ー
㈲
」、
と
題
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

註

(1
)
(
一
五
七
三
ー

一
六
四
五
)
、
臨
済
宗

の
僧
で
、
諱
は
宗
彭

(そ
う
ほ
う
)
と
い

い
、
品
川
東
海
寺
の
開
山

で
あ
る
。
「
た
く
あ

ん
」
は
彼
の
郷
里
で
は

「
千
本
漬
」
、

「
百
本
漬
」
、
「
貯
え
漬
」
な
ど
と

い
わ
れ
た
も

の
で
、
将
軍
家
光
が
東
海
寺
に
来

た
時
、
沢
庵
が
供
し
、
家
光

に
よ

っ
て
命
名

さ
れ
た
と

い
う
。

五

お
わ
り
に

今
日
、
私
達
が
行
な

っ
て
い
る
食
生
活

の
問
題
点
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
の

一
つ
に
、
動
物
性
脂
肪
の
摂
取
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
程
度

の
動
物
性
脂
肪
は
、
そ
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
最
低
限
度

摂
取
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
が
、
動
物
性
食
品
の
取
り
過
ぎ
は
、

コ
並

ス
テ

ロ
ー
ル
の
増
加
と
共
に
、
中
性
脂
肪

も
増
加
し
、
病
気
の
原
因
を

つ
く
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な

い
。

ま
た
、
近
年
日
本
人
の
食
生
活
を

大
き
く
変
化
さ
せ
た
こ
と
に
、
日
本
の
人

口
と
生
鮮
食
料
品
と
の
関
係
が
あ
げ

ら
れ
る
。
特
に
東
京
な
ど
の
巨
大
都
市
に

人
口
が
集
中
し
、
非
常
に
遠
く
か
ら
、
沢
山
の
生
鮮
食
料
品
を
運
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な

っ
た
。
当
然
、
今
ま
で
都
市

の
周
辺
で
作
ら
れ
て
い
た
野
菜
類
や
、

魚
類
な
ど
が
遠
距
離
輸
送
に
耐
え
る
西
洋
野
菜
、
あ
る

い
は
、
肉
類
な
ど
に
変

わ
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
ま
た
、
遠
距
離
輸
送
を
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
高

度
に
加
工
し
た
調
理
食
品
が
選
ば
れ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な

い
。
以
上
述
べ
た

よ
う
な
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
あ

ろ
う
。
近
代
文
明
が
進
む
と
、
次
々
に
新
し
い
化
学
物
質
が
つ
く
ら
れ
、
除
々

に
食
品
汚
染
が
進
ん
で
ゆ
く
。
だ
が
、
私
達
は
、
近
代
文
明
の
中
に
生
活
し
て

い
る
以
上
、
何
ら
か
の
食
品
汚
染
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

「天
然

(自
然
)」
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
意
義
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

以
上
、
村
井
弦
斎
の
食
生
活
に
関
わ
る
思
想
を
、
主
と
し
て
、

『小
説

食

道
楽
』
の
内
容

に
よ

っ
て
瞥
見
し
、
食
生
活
改
良
論
と
し
て
受
け
と
め
、
そ
の

概
要
を
紹
介
し
た
。
が
、
更
に
、
弦
斎
の
食
生
活
全
般
に
関
わ
る
思
想
な
ら
び

に
実
践
が
、
我
が
国
、
食
物
史

の
上

で
如
何
な
る
位
置
を
占
め
る
の
か
、
あ
る

い
は
、
広
く
我
が
国
の
文
化
史
上

で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る

の
か
、
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
彼
の
思
想
を
究
明
す
る
事
も
、
弦
斎
研
究
の
上

で
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
明
治
期
に
お
い
て
、
上
述
の
如
く
、
食
生
活
に
関

わ
る
、
様

々
な
る
啓
蒙
的
思
想
を
展
開
し
た
弦
斎
の
立
場
は
、
正

に
、
我
が
国

の
食
物
史

に
お
け
る
先
駆
的
存
在
と
い
え
よ
う
。
が
、
大
正
、
昭
和
と
時
代
が

進
み
、
特

に
第
二
次
大
戦
以
後

の
、
今
日
に
お
け
る
日
本
人
の
食
生
活
、
な

い

し
、
食
文
化
に
は
、
欧
風
化
、
栄
養
学
の
知
識
の
導
入
等
、
明
治
期
の
そ
れ
に

比
す
る
時
、
正
に
隔
世

の
感
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
食
物
史

の
変
遷
の
上

に
立

っ
て
、
弦
斎
の
食
生
活
改
良
論
を
改
め
て
見
直
す
時
、
あ
る
い
は
啓
蒙
家
、
弦

斎

の
偉
大
さ
が
再
確
認
さ
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
に
お
い
て
、
食

物
史
上
に
お
け
る
彼

の
位
置
、
更
に
は
、
現
在
の
食
生
活
あ
る

い
は
栄
養
学
等

か
ら
見
た
弦
斎
の
思
想
等
に
つ
い
て
も
、
当
然
、
言
及
す
べ
き
で
あ

っ
た
。
が
、

既
に
紙
数
も
尽
き
た
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
巨
て
は
、
後
日
、
稿
を
改
め
て
、
再

度
、
触
れ
る
こ
と
に
し
た

い
。
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